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3．結果及び考察   

ちなみに、前記ロクロ云々の場合、現状では  

多くの場合槻械ロクロでほなく、手口タロを指   

す。  

従来のロクロ製品が、厚く衷くなる傾向に透   

るのは、材質の強度（材料特性）や加工技術に   

制約を受けることが原囚の一つで、特に、スギ   

材やスギ集成材については制約が大きい。ある   

程」度の重さは必要でほあるが、日常使用する場  

合、適度の重さ（視覚的な重さも含めて）が重  

要である。今回の開発に当たっては、形態断面   

の厚み（二視覚的な重さが端的に現れる）の決定  

には篭 極力薄く軽い力一向で検討を加えたか旬 結   

果的には、上記の制約を受…′ナざるを鎧なかったの  

今後の開発では、表面処理慣用耶遠も含めて視   

覚的な重さあるいは軽さに重点を置いた展開が   

できればと考える。   

問題点としてば、コス㌢㍉ 車場設定、素材の  

生かし方等検討課題が残された。   

また『評価については、インテリアの小物と   

してのイメージアップ及びテーブルウエアに新   

捉察かできたと考える。  

以下試作写真を提示する。  

テ  ・－一  

近年当日田地区でほ、漆産業の衰退によりロ   

タロ技術者の減少やロクロ技術の保存が危ぶま   

れている。技術者の養成等望まれるが一 口クロ   

製品に対して海 魅力ある製㌶作りと共に、新し   

いライフスタイルを元にした、新たな提案と展   

開を鋳る必要がある。以上の様な現状を前提に、   

地域特産材のスキ材を活用し、ロクロ製品のプ   

ロトタイプの開発研究を目的とした。  

．．．－   ∴・一ニ  

ロタロ加工に適した商品質の材料の不足及び   

需要の問題等によりも 自ずと材料が限定される   

ことば否めない。限定された材料本来の持ち味   

を充分に生かすことが、ロタロ製品の特性だと  

考えられるが、開発に当たっては∴以上の榛粟   

材料特性に塵点を置く力◆向ではなく 鴇 ライフス   

タイルやフロアウェアを念頭に箋 形態を優先す  

る方向で喝「舞台蕾」をキ】－ワ∴－ドに 7タイプ   

を巌粥した。  

加工については、外注方式を取った。材質を  

知りぬいた高度なロクロ技術を要したと思われ   

る。  

表面処‡撃については、タイプ別に3種類の方   

法を選択した。  

㊤ スギ綾塗り仕上げ  （試作1～5）  

⑧ 黒摺り漆仕上げ   （試作6）  

◎ エナメルマット仕上げ（試作7〕  

＊デザイン研究室，＊＊＊塗装技術研究室  

ー8－   



l
●
 
 

写寅4  写真8   

－9－   


